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【手続補正書】
【提出日】平成23年8月19日(2011.8.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非晶質のタキサン、親水性担体および界面活性剤を含み、
　前記タキサン、前記担体および前記界面活性剤が固体分散物の形態であり、
　前記タキサンと前記担体との重量比が、２．５：９７．５ｗ／ｗ～１５：８５ｗ／ｗで
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ある、
　経口投与用固体医薬組成物。
【請求項２】
　前記非晶質のタキサンが溶媒留去方法または凍結乾燥により調製される、請求項１に記
載の組成物。
【請求項３】
　前記担体が、ポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）、ポリエチレングリコール（ＰＥＧ）、
ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）、クロスポビドン（ＰＶＰ－ＣＬ）、ポリビニルピロリ
ドン－ポリビニルアセテートコポリマー（ＰＶＰ－ＰＶＡ）、メチルセルロース、ヒドロ
キシプロピルセルロース、カルボキシメチルエチルセルロース、酢酸フタル酸セルロース
、フタル酸ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ポリアクリレート、ポリメタクリレー
ト、糖類、ポリオールおよびそれらのポリマー、例えば、マンニトール、スクロース、ソ
ルビトール、デキストロースおよびキトサンおよびシクロデキストリンから選択される、
請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記担体が、ＰＶＰ－Ｋ１７、ＰＶＰ－Ｋ２５、ＰＶＰ－Ｋ３０、ＰＶＰ－Ｋ６０、Ｐ
ＶＰ－Ｋ９０およびＰＶＰＫ１２０から選択される、請求項１～３のいずれか一項に記載
の組成物。
【請求項５】
　前記タキサンと前記担体との重量比が、２．５：９７．５ｗ／ｗ～１０：９０ｗ／ｗで
ある、請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　前記タキサンと前記担体との重量比が、５：９５ｗ／ｗ～１０：９０ｗ／ｗである、請
求項１～５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　前記非晶質のタキサンが凍結乾燥によって調製される、請求項１～６のいずれか一項に
記載の組成物。
【請求項８】
　前記非晶質のタキサンが、経口投与用カプセル内でのタキサン溶液の凍結乾燥によって
調製される、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　１種または複数の他の薬学的に活性のある成分をさらに含む、請求項１～８のいずれか
一項に記載の組成物。
【請求項１０】
　１種または複数の他の薬学的に活性のある成分がＣＹＰ３Ａ４阻害剤である、請求項９
に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記ＣＹＰ３Ａ４阻害剤がリトナビルである、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記タキサンがドセタキセルである、請求項１～１１のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　治療で使用するための、請求項１～１２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１４】
　新生物疾患の治療に使用するための薬剤の調製における、請求項１～１２のいずれか一
項に記載の組成物の使用。
【請求項１５】
　タキサン、親水性担体および界面活性剤を溶媒に溶解し、ここで、前記タキサンと前記
担体との重量比が、２．５：９７．５ｗ／ｗ～１５：８５ｗ／ｗであるステップと、
　溶液に凍結乾燥または溶媒留去方法を施し組成物を形成するステップと
を含む、請求項１～１２のいずれか一項に記載する組成物の調製方法。
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